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原研究室では、将来世代に持続可能な社会を引き継ぐた
めの社会の仕組みや社会システムをデザインするフュー
チャー・デザインを研究対象としており、「将来」の概
念を明示的に取り込んだ新たな社会工学の基盤構築を目
指しています。また、これらの仕組みや方法論を、政策
デザインや社会技術システムの設計に応用すべく、自治
体や政府、産業界などのステークホルダーとの共創を通
じて、資源エネルギー、カーボンニュートラル、まちづ
くり、産業技術イノベーションなど多様な分野において
フューチャー・デザイン実践を進めています。

カーボンニュートラル、まちづくり、産業技術イノベーション

フューチャー・デザインの理論・方法論深化と
産学官共創による実践
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海洋は波や風や流れのある極めて厳しい環境であり、そ
の中を安全に効率よくはしる船の性能は高いレベルでの
推定・評価が求められる。この性能は実海域性能といわ
れ、おおまかに分類すると燃費性能と運動性能に分けら
れる。燃費性能は船の経済性や航海時間を守れるかどう
かの信頼性に関わり、運動性能は、航海の安全性や快適
性に関わる。この性能を正しく推定・評価するために、
各種の相互影響を取り入れた実海域性能シミュレーショ
ンの手法と、実際計測データ解析のためのそれぞれの相
互影響を考えた統計モデルの開発に取り組む。

造船、船舶運航支援、データサイエンス

数値シミュレーションとデータ解析による
船の実海域性能の推定と評価
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